
                  札幌市教育委員会（小学校２年生 ４月 20 日～24 日分） 

① がくしゅうかだい（２ねんせい） 

 

【こくご】おうちの人とけいかくをたてて、すこしずつすすめていきましょう。 

＜べんきょうすること＞ 
 

◆「ふきのとう(きょうかしょ 18～23ページ)」を学習します。 

① 登場
とうじょう

人物
じんぶつ

がしたことや言ったことをかくにんします。 
 

② 「 」（かぎ）の文の読みかたのくふうをかんがえて、ノートやとりく

みシートに書きます。 

※くふうのりゆうになることばを見つけて、えらんだことばと読みかた

のくふうを書きます。 
 

③かんがえたくふうをいかして、音読
おんどく

（こえに出してよむ）をします。 
 

◆「ふきのとう」の音読はっぴょうをおうちの人にむけてしてみましょう。

※おうちの人に、じぶんのくふうがつたわるように読んでみましょう。 
 

◆「ふきのとう」で学習するよていのかん字を取組シートやノートにれん

しゅうします。 
  

＜保護者による関わり方のポイント＞ 
 

・P18から新たな登場人物（竹やぶ、お日さま、はるかぜ）が出てきます。これまでの

登場人物との区別やつながりが分かるようにお子さんと一緒に確かめてみてくださ

い。 
 

・P19から物語の様子が変化していきます。音読で、声の大きさや明るさなどに変化が

あった場合は、お子さんの読み方の工夫について、褒めてあげてください。 
 

・「南をむいて」「せのびして」など動作で表すことができる表現がいくつかあります。

文章に基づいて表現する姿があれば、大いに褒めてください。 
 

・Ｐ21の最後の行に「――」（ダッシュ）という表現があります。ふきのとうのどんな

様子が思い浮かぶかお子さんに問いかけて考えてみることで、場面の様子の理解が

深まります。 
 

・新出漢字は、「読」「書」など、画数が多いものも含まれています。文字を正しく覚え

るために、大きめに書くところから始めてもよいでしょう。慣れてきたら、マス目

からはみ出さずに書くことを目標に、取り組んでください。 
 

・お子さんが学習した様子を後から確認する場合、音読を聞いてあげてください。読

み方で工夫したいところや理由を尋ね、工夫が表れていた時は大いに褒めてあげて

ください。 
 

 


